









































































は、そのまま実現することはなかった（竹中 1939; 水道協会 1940; 
































































































































































































































































表 1　給水能力の拡張（創設から昭和 20 年まで）










創設水道 明治31年 17.0 3.3 1.1 （注１）
淀橋浄水場施設増強 明治43年 24.0 22.8 15.6
第一次水道拡張事業第１期工事 大正12年 38.0 36.5 28.9
水道復興促成工事 昭和３年 42.0 45.9 38.2
第一次水道拡張事業第 2 期工事 / 市域拡張 昭和 7 年 66.2 66.5 51.2
玉川水道買収 昭和 9 年 76.6 89.8 71.0
江戸川水道拡張 昭和10年 85.6 108.3 83.9
矢口水道買収 昭和11年 86.9 118.1 91.9
応急拡張 昭和16年 93.2 126.9 107.3
応急拡張 昭和17年 100.5 140.4 140.4
日本水道買収 昭和20年 101.9 121.9 107.7





























































とした（佐藤 1960：249; 東京都水道局 1952：225-226）。
　第三に、拡張事業の根幹となる小河内ダムは、当時としては異


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































事務系（主事） 技術系（技師） 雇員 備員
明治 35 93 （22.7） 18 （4.4） 136 （33.2） 163 （39.8） 410 （100.0）
昭和 1 219 （11.2） 134 （6.9） 314 （16.1） 1,283 （65.4） 1,950 （100.0）
5 216 （12.5） 164 （9.5） 269 （15.6） 1,076 （62.4） 1,725 （100.0）
10 275 （7.6） 234 （6.5） 1,177 （32.7） 1,917 （53.2） 3,603 （100.0）
15 429 （9.6） 320 （7.1） 1,239 （27.6） 2,499 （55.7） 4,487 （100.0）
20 308 （12.3） 317 （12.7） 837 （33.5） 1,039 （41.5） 2,501 （100.0）
倍率（明治 35 年度＝ 1.0）
明治 35 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0
昭和 1 2.4 7.4 2.3 7.9 4.8
5 2.3 9.1 2.0 6.6 4.2
10 3.0 13.0 8.7 11.8 8.8
15 4.6 17.8 9.1 15.3 10.9
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